
ツバメの巣について コラム

ツバメの巣は種類によって、それぞれ特徴的な形をしています。

ツバメ
おわん型で、人家や商店街、
ガソリンスタンドのライトの
上などに作ります。

イワツバメ
橋の裏側や、コンクリート
の建物の屋根のようになった
部分に作ります。

コシアカツバメ
コンクリートの高い建物など
に、とっくり形の巣を作ります。

ヒメアマツバメ
自作の巣は空中に浮いてい
る羽毛やワラを固めて作ります。

鳥の名前の後ろにある留鳥・夏鳥といった表示について説明
します。
留鳥：日本のその地域で１年中見られる鳥。

はんしょく

夏鳥：春に南から日本に渡ってきて繁殖し、秋になると南の国
に渡って行く鳥。

冬鳥：春から夏にかけては北の国で繁殖し、秋になると日本に
渡って来て冬を過ごす鳥。

旅鳥：日本より北の国で繁殖し、南の国で冬を過ごす鳥で、日
本には春と秋に立ち寄る鳥。

スズメ ＜留鳥＞
のど ほお

喉と頬に黒い斑があります。建
物のすき間に、わらやひもなどを
材料に巣を作ります。大きさを覚
えておくと、他の鳥を見分ける時
の参考になります。

ハシブトガラス ＜留鳥＞
ハシボソガラスよりもひと回り

くちばし

大きく、嘴もがっちりと太いです。
鳴き声はカァーカァーまたはアー

らぐねごに

アーと濁りません。集団で塒をと
ることが多いです。

びたうょちうゅり

留鳥・夏鳥・冬鳥・旅鳥 コラム
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